
 

学習サポーター派遣事業実施要項 

 

船橋市教育委員会  

 

１ 趣 旨 

  本事業は、「船橋の教育２０２０」の教育振興ビジョン及び後期基本計画におい

て、基本方針３「学ぶ意欲を育て確かな学力の向上を図ります」推進目標１「学

習指導の改善による学力の向上」の（施策２）「一人一人に応じたきめ細かい授業

の推進」に基づき、有償ボランティアである学習サポーターを派遣する。  

この要項は、教職を志す学生等を学校教育に活用し、授業等の支援を行うため

に、意欲ある学生等を活用した学校への人的支援をすることにより、小・中学生

の基礎的な学力の向上を図るために定めるものとする。  

 

２ 事業内容 

（１）派遣先  

市内の公立小・中学校、特別支援学校小学部  

（２）派遣期間  

４月～翌年３月まで  

（３）活動内容  

ア １回２時間以上活動する。  

  イ 教育課程に基づく通常の学級で各教科等における教員の補助を行う。  

ウ 休み時間、放課後等における児童生徒への学習相談等に対応する。  

  エ 校長の要請による個別指導を行う。  

  オ 校外での学習の補助は除く。  

 

３ 報償金 

（１）支給額    

１,５００円／１回  

（２）支給方法   

年３回口座振り込みにて支給する。（９月、１月、５月）  

（３）その他   

本人の申し出により、報償金の受け取りを辞退することができる。  

 

４ 事務について 

（１） 応募について  

  ア 求めるサポーター像  

・派遣校の教職員の指示に従い、子供たちの学力向上に意欲をもって活動でき

る方  

・高い倫理観を持ち、児童生徒の成長と発達を理解し支援できる方  

  イ 応募から活動までの流れ  

・教育委員会指導課に「船橋市学習サポーター申請書」（別記様式）を提出する。  

・登録後、派遣校が決定したら教育委員会指導課より本人に連絡する。  

・教育委員会指導課が行う研修会に参加する。  

・研修会終了後、本人から派遣校に連絡し、活動を開始する。  

 



（２） 受入事務（指導課）  

ア 新人研修  

・学習サポーターを派遣するにあたり、指導課職員による新人研修を実施する。

（継続者については研修を免除する）  

イ 事務処理  

・報償金に係る事務（「相手方登録」「学習サポーター活動記録簿」）及び派遣先

の学校へ提出する書類（派遣通知書他）を作成する。  

・年３回（９月、１月、５月）「学習サポーター活動記録簿」をもとに、支払い

一覧表を作成する。  

・「学習サポーター活動記録簿」原本を保管する。（３年）  

ウ 協定大学  

・学習サポーター派遣事業について船橋市と協定を結んでいる千葉工業大学、

神田外語大学、東邦大学及び覚書を交わしている秀明大学については、大学

担当者と連携し実施する。  

（３）受入事務（学校）  

ア 活動に関しての指導は管理職が行う。  

イ 指導内容については、担当教諭が行う。  

ウ 船橋市学校教育活動支援ボランティア災害保障保険に登録をする。  

エ 学習サポーターに「活動内容記録」を記入させ、「学習サポーター活動記録

簿」と併せて勤務実績のあった翌月５日までにコピーを指導課に提出する。 

オ 年３回（7 月末、１１月末、３月中旬までの分）、「学習サポーター活動記

録簿」（原本）および、学習サポーター本人が記入した「活動記録内容」（写

し）を指導課に提出する。  

カ 活動終了後、「学習サポーター活動証明書」を学校が発行し、コピーを指導

課に提出する。  

５ その他 

（１）県の「ちば！教職たまごプロジェクト」に参加し、引き続き船橋市の学習サ

ポーターを希望する学生については、「ちば！教職たまごプロジェクト」の研

修日数を終了した後、新たに教育委員会指導課まで申請をする。 

（２）学生の活用における配慮及び注意点について 

ア 将来の教員として育成する立場で対応する。  

イ 学習サポーターだけに授業をさせることはできない。必ず担任の補助とし

て活用する。  

ウ 学習サポーターの取扱いは、報償金に関することなので必ず管理職が行う。 

エ 活動について問題が生じた場合は、教育委員会指導課担当に連絡する。  

附則 この要項は、平成２７年４月 １日から施行する。  

附則 この要項は、平成２８年３月１０日から施行する。  

附則 この要項は、平成３０年４月 １日から施行する。  

附則 この要項は、平成３１年３月１５日から施行する。  

附則 この要項は、令和 元年５月 １日から施行する。  

附則 この要項は、令和 ２年８月 １日から施行する。  

附則 この要項は、令和 ３年４月 １日から施行する。  

附則 この要項は、令和 ４年４月 １日から施行する。  

附則 この要項は、令和 ５年４月 １日から施行する。  

附則 この要項は、令和 ６年４月 １日から施行する。  

附則 この要項は、令和 ７年４月 １日から施行する。  

附則 この要項は、令和 ８年２月１６日から施行する。  



 

（別記様式）  

船橋市学習サポーター申請書 

船橋市教育委員会 様 

私は、学習サポーターを希望します。             令和  年  月  日 

新規・継続の別：どちらかに○を付けてください  → 新規  ・ 継続（        小学校） 

ふりがな  性 別  大学名・学部・学年等 （○で囲む）  

        短期大学  

      大学       学部  年  

社会人 

氏 名  男・女  

生年月日 昭和・平成  年  月  日  

※船橋市内小学校出身の場合は出身小学校名（      小学校）  

現  住 所 連  絡 先 

〒    ‐  

 
 

自宅最寄駅（      ）線（      ）駅  

(自宅 )   －    －  

 
 

(携帯 )   －    －  

帰省先  ※  源泉徴収票を送付するため、短大生、大学３・４年生で卒業後の住所が未定の場合は、実家の住所をご記入ください。  

〒    ‐  (電話 ) 

－    －  

活動可能な 

曜日・時間帯 

(○をつける) 
※  午後のみの受け入れ

は難しい。  

 月  火  水  木  金  

8:30～10:30      

10:30～12:30      

午 後 ※  ※   

活動可能な期間  

(どちらかに〇をつける ) （  ）３月まで    （  ）その他（   月頃まで）  

以下について 該当箇所□に✓（チェック）                                  

□ 特に希望のある場合のみ学校名を記入してください（        小学校） 

□ 希望校なし  
申請者の大学や自宅等交通の便を考慮して派遣

先を決めます。 

□ 報償金の支払いを辞退いたします  単位認定のためにボランティアを希望  

自己紹介                                     

専攻  得意な教科・学科  

趣味  特技・資格（ない場合はなし） スポーツ  

塾講師や家庭教師等の経験（特にこの事業には影響はありません。）  

□ 塾講師の経験あり  経験年数（       ）教科・内容（         ） 

□ 家庭教師の経験あり 経験年数（       ）教科・内容（         ） 

□ その他 （                                 ） 

学習サポーターに参加を希望した動機（例：教員志望） 

※ 船橋市役所 7 階 指導課にて研修を行います（新規のみ）。日時につきましては別途連絡

いたします。なお、大学にて研修を受けた方は市役所での研修はありません。 

※ 研修時の持ち物：印鑑、ご自身の銀行口座の通帳又は写し（支店名がわかるもの） 

※ 個人情報は、学習サポーター事業に係わる事務手続き以外には使用しません。  

受付№  


